
科学技術と社会のインターフェースの変容
科学技術政策からイノベーション政策へ
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研究の多様性：文系理系という分類の解像度は粗い

 リニアモデルの特殊性（基本法はこれに依拠？）

 学際研究の進展＋データ科学、情報科学の汎用化

 生命科学と工学、情報科学の融合

 ナノサイエンス

 フォトニクス

 脳科学

 医理工連携

 環境科学

 デジタル人文学

 社会の実験室化⇒研究ガイドライン体制

 生命科学とゲノム情報

 情報科学とビッグデータ（人間中心のAI社会原則（AIの7原則））
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研究の多様性：文系理系という分類の解像度は粗い
15

Observation research

(Tycho Brahe)

https://ars.els-cdn.com/content/image/1-s2.0-S0048733318301355-gr1.sml



研究の多様性：社会からの大学への要請

卓越性を示す excellence

論文の被引用度（インパクトファクター、FWCI、トップ
１％、10％論文）

ノーベル賞？

イノベーションへの貢献 innovation

産学連携、知財

社会実装

社会的・人類的課題解決への貢献 social relevance

 SDGsや地球環境問題の解決に貢献すること

評価対象：論文
手法：ピアレビュー

評価対象：イノベーション
（論文とは限らない）
手法：市場メカニズム

評価対象：問題解決への貢献
（論文とは限らない）

手法：ステークホルダーの評価

16
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University College of London  Grand Challenges

Global Health
母子健康／非感染性疾患（心臓病、肺疾患、肥満、がん、精神
疾患）／健康と気候変動／SDGｓの観点からの共創／世界人
口問題 population footprint

Sustainable Cities
将来性を考えた都市のあり方／ロンドン2062／都市における
水問題／住居問題の危機／健康を生み出す都市作り

Cultural Understanding
映画に現れた都市に住む移民／宗教間の葛藤と共生／移動技術、
コミュニティ、環境の変化／デジタル人文学／文化と健康

Human Wellbeing
病院の中の文化遺産、自然遺産／幸福のための科学／高齢化の
諸問題／ヨーロッパのヘルスケア／行動を変える

Transformative Technology
学際的なアプローチを促進し、科学と工学の進歩からの洞察を
社会の変革を生み出す可能性のあるプロトタイプや製品へと変
換するとともに、社会的諸課題についての新たな技術的解決を
生み出す。

Justice and Equality
適切なヘルスケア、安全な生活と労働条件、教育、雇用の確保
を妨げる障害を検討する。そして、意図的であるか否かにかか
わらず、公正な解決を妨げ、執拗な不平等を維持し続ける社会
構造を解明し、その克服を目指す。

大阪大学



参考：Horizon2020

社会的な課題への取り組み

保健、人口構造の変化及び福祉

食糧安全保障、持続可能な農林水産業及びバイオエコノミー等

安全かつクリーンで、効率的なエネルギー

スマート、環境配慮型かつ統合された輸送

気候への対処、環境問題、資源効率及び原材料

変化する世界の中のヨーロッパ：包摂的でイノベーティブかつ
内省的な社会の構築

安全な社会の構築：ヨーロッパとその市民の自由と安全を守る

18



膨らむ人文社会科学への期待
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ＥＬＳＩとＳＳＨそして市民社会

 ＥＬＳＩの拡大

 ヒトゲノム計画からナノテクノロジー、ライフサイエンス

 ＩＴ、バイオテクノロジー、健康医療分野、エネルギーシステム

 社会のモニター役としてのＳＳＨからCo-driverへ (Responsible research and 

Innovation; EU)

 安全性から「どのような社会に住むことを欲するのか」へ

 未来社会像の決め方

 Society5.0は必然か？

 alternativeを構想するための社会の知的奥行き（ため）：reflective capacity

 市民社会の参画は？（参加型ＴＡ、WWViews、討論型世論調査）：inclusive

20
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1996 現在

第一期基本計画（1996－2000）
科学教育振興、理解増進活動推進

第二期基本計画（2001－2005）
生命倫理等、研究者技術者の倫理
社会とのチャンネルの構築

第三期基本計画（2006－11）
ELSIへの責任ある対応
説明責任と情報発信の強化、科学技術コミュニケーター養成、次世
代人材育成、科学技術リテラシー、国民の主体的参加促進

第四期基本計画（2011－16）
ELSIへの対応（TA,レギュラトリーサイエンス）
政策企画立案、推進への国民参画、つなぐ人材（PD、PO、
RA)、科コミ

科学技術基本計画における
科学と社会の関係

第五期基本計画（2016－21）
科学技術イノベーションの推進
多様なステークホルダーとの対話と協働：「共創」
政策形成への科学的助言、倫理的・法制度的・社会的
取組、研究の公正性
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1989 現在

(1) Information politics & monitoring of citizens (1989- )

(2) Raising Awareness of Science & Technology 

(late 1990s- )

(3) Dialogue, participation and Governance-

Science and Society (from early 2000s- )

(4) From Science and Society to

Science  in Society (2007-2013)

Layers in the EU policy discourse on

‘science and society’ (5) HORIZON 2020:

Responsible Research and 

Innovation(2014-20)

Science in Society: caring for 

our futures in turbulent times,

ESF, 2013 
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